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略　　　歴

［学 歴］
1979 年 3月 31日	 東京大学教育学部体育学科　卒業
1981 年 3月 31日	 東京大学大学院教育学研究科体育学専門課程（修士課程）修了
1984 年 3月 31日	 東京大学大学院教育学研究科体育学専門第 1種博士課程単位取得退学

［学 位］
博士（人間・環境学）京都大学　「筋出力における運動制御機構」

［教 育 歴］
1984 年 4月 1日	 京都大学教養部　助手
1992 年 4月 1日	 京都大学教養部　助教授　
1992 年 10月 1日	 京都大学総合人間学部　助教授
2003 年 4月 1日	 京都大学大学院人間・環境学研究科　助教授
2005 年 4月 1日	 京都大学大学院人間・環境学研究科　教授
	 京都大学高等教育研究開発推進センター　教授
2011 年 4月 1日	 関西大学人間健康学部　教授
2012 年 10月 1日	 関西大学人間健康学部副学部長（2014 年 9月 30日まで）
2014 年 4月 1日	 関西大学大学院人間健康研究科　教授

［主な所属学会］
日本体育学会／日本運動生理学会／日本バイオメカニクス学会／日本コーチング学会／日本体力
医学会／日本ラグビー学会（元副会長）

［社会的活動］
摂津市総合体育館建設基本構想・基本計画策定審議会（元会長）
日本ラグビー協会強化委員会（1983 年ラグビー日本代表ウエールズ遠征トレーニングコーチ）
民間企業との産学共同研究（株式会社ドリームとの健康グッズ商品開発など）
自治体（堺市、摂津市など）、高校（関西大学北陽高校、京都府立乙訓高校など）での運動指導・
講演活動　ほか多数



人間健康学研究　第 15 号10

研究業績

専門分野 健康・スポーツ科学、運動制御論
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26．	現代人にとって健康とはなにか、共著、書肆クラルテ・朱鷺書房、2011.4，24-35
27．	一流選手の動きはなぜ美しいのか、単著、角川学芸出版、2012.2
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28．	ゴルファーなら知っておきたい「からだ」のこと、共著（監修）、大修館書店、2012.2
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出版、2013.9
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